佐藤研究室([理学部応用物理学教室],<特集>東京工業大学) by unknown
Title佐藤研究室([理学部応用物理学教室],<特集>東京工業大学)
Author(s)











波,(6)液体- 1)ウム中の熱パルス｡ このように並べてみると互に全 く関連が
無 くて雑然 としているようであるが,実は共通の主家を持っているのが q実験
物理 油の面白いところであろ う｡ とい うのは,すべて固体または 代固体 じみた
液体 '>中のフォノンの問題に関連があD,特にフォノン問相互作用,または結
晶の場合には格子振動の非調和性,または静的夜弾性輯似では非線型弾性 (高
次弾性),をめざしてtJlるか らである｡ またフォノンこと格子欠陥 との相互作








ヘ リウム中のフォノンについての知見を碍 ようとするもの (物性研生喝研 との
共同研究),(6)は熟パルスを液体ヘ リウム亘に送D,第 1音波 としてのその
伝播を検出し,液体- リウム中の低エネルギー領域でのフォノン分散を測定 し
ようとするもの,である｡
以上のようを研究を現在,助教授 1,助手 1,r)C学生 2,MC学生 2,学●
部学生 4で行をっているが,その成果はやがて続々と出現すると大いに期待 し
ているものである - とい うようを形式的を研究室紹介で御許 し下さho
佐藤研究室 ノ
応用物理学科の中では最 も化学に近い研究をしている部屋である｡ 研究室全
体の物の考え方 もす こぶる化学的であb,分子の個々の挙動か ら眼を離す こと







と反応 し易い物質 (電子捕捉剤)を加えて∴その生成物の漬慶依存か ら逆に分
布を出す とい うようを手続 きがとられてV,る｡ 飽和炭化水素を溶媒 とするジン
~チレーク-の発光機構についても同様で,電子捕捉剤の影響か ら推論が夜され
ているO 物理的を常套手段である寿命の漸定やスペク トル解析をど,面倒 を手
続 きをLに結構本質的を議論ができている｡ 上に掲げた研究題 目は どちらか と
い うと物理的を問題であるが,1もっと純化学的問題 ももちろん行をっている｡
その一つは液体窒素中に簡単を炭化水素を溶解させ (反応を調べるには充分を






構成 とともに問題も移 b変っでいるO 人員構成は日下のところ,助教授 1,顔
手 2 (1名は海外出張中),大学院 5,研究生 2,学部 4年生 5｡今年は電子
計算機に興味のある学生が増えたので,反応達家の理論計算をしてみようか と
い う気配になっている1.
腐 研 究 室
われわれの研究室はまだ発足後 日が浅 く,現在のところメンバーも私 (堀素
夫) と米沢富美子さん,それに秘書の浅野節子さんの5人だけである｡ 私は-⊥
昨年 5月に阪大基礎工か ら,米沢さんは昨年 5月に京大基所からそれぞれ移っ




でいったい何をやるつ もDをのかと,一様に不思議そ うを顔をされる｡ たしか
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